
 

令和５年度  青少年防災・減災未来フォーラム 2023 

１ 目的 

東日本大震災から１２年が経ち、その後も自然災害の激甚化が進む状況の中で、防災・減災の意識を高

める教育が大切であり、特に次世代を担う若者の防災意識と社会参画意識の育成が必要である。これから

の担い手である青少年に対話と実践を通し「助けられる」から「助ける」への意識を育む。 

また、今年度から高校の教育課程で地理総合が必履修科目になったことを受けて、方法論としてのアク

ティブラーニングがさらに必要となってくると思われる。今回のワークショップはこのような背景をふま

えて実践するものであり、各学校における防災教育や教科の授業にも生かせるように工夫されている。 

２ 主催 山形県青年の家 

３ 対象 県内の高校生、大学・短大・専門学校生、ボランティアサークル・団体のメンバーや指導者等 

 ５０名程度（応募多数の場合は調整あり） 

４ 会場 山形県青年の家（天童市小路一丁目７－８） 

５ 期日 令和５年９月１６日（土） 

６ 講師 宮城教育大学 311 いのちを守る教育研修機構協力研究員 

東北大学非常勤講師 元宮城県石巻西高校校長 齋藤幸男 氏 

７ 内容 

 （１）講 義 テーマ：「災間を生きる君たちへ～希望は絶望のど真ん中に生まれる～」４０分 

（２）ワークショップ①「避難所運営の実際と教訓」 １２０分 

 （３）ワークショップ②「災害発生後の課題と対応」 ９０分 

 （４）若者からのメッセージ（提言） 

「災間を生きる者として～命と向き合い、いのちをつなぐ防災～」 ３０分 

８ 日程  

９：００ 受付開始（ロビー） 

    ９：３０ オープニング 

    ９：４０ 講 義：「災間を生きる君たちへ～希望は絶望のど真ん中に生まれる～」 

１０：２０ ワークショップ①：「避難所運営の実際と教訓」 

   １２：２０ 昼食休憩 

   １３：３０ ワークショップ②：「災害発生後の課題と対応」   

   １５：００ 若者からのメッセージ：「災間を生きる者として～命と向き合い、いのちをつなぐ防災～」 

   １５：３０ 振り返り、アンケート記入 

   １５：４５ クロージング 

   １６：００ 解散 

９ 参加費 ４９０円（昼食代、保険料） 

１０ 持ち物 筆記用具、内履き、スマートホン（含：イヤホン） 

                 ※ 青年の家の wi-fi を利用し、動画視聴の場面があります。 

１１ 申 込 別紙申込書に記入のうえ、ＦＡＸまたはメールで申し込んでください。〔締切８/３１（木）〕 

学校等団体としての申込の場合は、まとめて申し込んでください。 

１２ その他 

（１）当日撮影する写真は、ＨＰに掲載したり記録用資料として活用させていただいたりすることがありま 

す。承諾できない場合はお申し出ください。 

（２）９月１１日（月）午後５時以降のキャンセルは、昼食代・保険料を実費で負担していただきます。 

〔連絡先〕山形県青年の家 

担 当：研修課長 斎藤 裕輝   

ＴＥＬ：０２３－６５４－４５４５ 

ＦＡＸ：０２３－６５２－２００７ 

E-mail：saitoyuki3@pref.yamagata.jp 

 


